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属人区長のメッセー
ジ：属人区に関する
自発教令について
（2023年8月10日）

オプス・デイ属人区長は、
2023年8月8日付けの教皇フラ
ンシスコによる属人区に関す
る自発教令について、以下の
言葉を発表しました。

2023/08/11

愛する皆さんへ。イエスが私の子ど
もたちを守ってくださいますよう
に！



すでに知っている通り、一昨日、フ
ランシスコ教皇様は、自発教令の形
で、属人区に関する書簡を発表され
ました。その中で、教会法典の2つ
の条文に修正を導入されました。こ
れは、ローマ教皇庁の改革に関する
『プレディカーテ・エヴァンジェリ
ウム』によって定められたことと、
自発教令『アド・カリスマ・トゥエ
ンドゥム』に続くものです。

教皇様のこれらの規程を、子として
の誠実な従順の内に受け入れるため
に、皆さんに書き送ろうと思いまし
た。また、このことにおいて、皆さ
んがより固く一致するようお願いし
たいと思います。そうすることで、
教皇様が定められるオプス・デイに
関するすべての規程に対して、聖ホ
セマリアと彼の後継者たちが生きた
精神に従って行くことになるでしょ
う。オプス・デイという現実は、神
のものであり、教会のものですか



ら、聖霊が絶えず私たちを導いてい
るのです。

他方、当然のことですが、8月8日付
の自発教令は、1年前から進められ
ている、オプス・デイの規約の適応
と更新の作業においても考慮される
べきものです。それゆえ、この仕事
がうまく進むように、皆さんに数カ
月前にお願いした祈りを、今、あら
ためてお願いします。さらに、神の
恩恵によって、私たちは教会の子ど
もであり、聖ホセマリアが受け取っ
たメッセージを生活の中で具現化し
ようと努めている、一致した家族の
兄弟姉妹であるという意識が、日々
より強められることを望んでいま
す。主との出会いから生まれる喜び
によって、私たちが理解と愛徳を寛
大に蒔く使徒となりますように。

条文の修正は、属人区に関する一般
的な法律に言及しています。オプ
ス・デイの存在意義である信徒（す



なわち、職業的な仕事と普通の生活
を通して神を求める、世界のただ中
にいる普通のキリスト者）に言及し
た箇所で追加されたことは、彼らが
他のカトリック信徒と同じように、
各々の教区の信徒であるという現実
が明示されたことです。オプス・デ
イの場合には、彼らはまた、特定の
召命によって、この超自然的な家族
のメンバーなのです。

最後に、先日のメッセージでも伝え
たように、オーストラリアとニュー
ジーランドへの司牧旅行において、
続けて私に同伴してくれるようお願
いします。そして、聖母の被昇天の
祭日が近づいている今、母としての
仲介に馳せ寄ることを励ましたいと
思います。

心からの愛情を込めて皆さんを祝福
します。

あなたがたのパドレ
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